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PM2.5除去性能試験

貴陽石マイナスイオン発生器

1)試験日時 令和2年 10月 8日
2)測 定機器  DYDOS CORPORへ TIONtt DCl101プ ロB型

60L(50cm× 40cm× 30cm)のボックス内に約60,000個 /cc濃度のPM2.5微小粒子状物
質を入れ、時間経過による濃度を測定し、空試験結果とする。次に、貴陽石マイナ
スイオン発生器をボックス内の中心に配置し、上記濃度のPM2.5微小粒子状物質を
入れ、時間経過による濃度を測定し、比較検証する。
なお、表示の数値としては初期濃度を100%と して、PM2.5が減少していく割合を連
続測定する。

試験結果
PM2.5除去性能試験結果

経過時間
除去率

初期濃度 10分後 20分後

貴陽石マイナスイオン発生器 100 0.006 0.0006 99,9

空試験 100 84.3 84.1 15.9

(単位 :%)

考   察  供試の貴陽石マイナスイオン発生器を使用した場合、PM2.5の除去率は20分経過後
99.9%に達した。一方、空試験の場合は15.9%に止まった。
このことから、貴陽石マイナスイオン発生器には、空気中のPM2.5を除去する性能
があることが示唆された。
尚、本試験結果は一定の密閉空間での試験による結果であり、実使用空間での実証
試験ではありません (カ タログなどには明記して下さい)。

本報告書は供試試料及び試験状況下においてのものであり、全ロットについての結果を報告するものではありません。
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